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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のカードが保持する第１の情報を、非接触で電気的に読み取る第１読取部と、
　第２のカードが保持する第２の情報を、接触して電気的又は磁気的に読み取る第２読取
部と、
　物体の接触又は近接を入力として電気的に検出する入力検出部と、
　前記第１読取部、前記第２読取部、及び前記入力検出部と電気的に接続された制御部と
、
　を備え、
　前記制御部は、前記第１読取部に対する前記第１のカードの所定位置への配置の検出又
は前記第２読取部に対する前記第２のカードの所定位置への配置の検出に基づいて、前記
第１読取部による読み取りの可否及び前記入力検出部による入力検出の可否を排他的に制
御する、
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、決済方式としてクレジットカード決済が選択された場合、前記第１読取
部による読み取りを可能にし、前記入力検出部による入力検出を不能にする、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記決済方式としてクレジットカード決済が選択された場合、前記第２
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読取部による読み取りを可能にする、
　請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第２読取部により読み取られた場合、前記第１読取部による読み取
りを不能にし、前記入力検出部による入力検出を可能にする、
　請求項２又は３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１読取部により読み取られた場合、前記第１のカードによる決済
処理が完了してから、前記第１読取部による読み取りを不能にし、前記入力検出部による
入力検出を可能にする、
　請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、決済方式として電子マネー決済が選択された場合、前記第１読取部によ
る読み取りを可能にし、前記入力検出部による入力検出を不能にする、
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記電子マネー決済の決済処理が完了してから、前記第１読取部による
読み取りを不能にし、前記入力検出部による入力検出を可能にする、
　請求項６に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記第２のカードは、接触ＩＣカード及び磁気カードの少なくとも一方を含み、
　前記第２読取部は、電気的及び磁気的の少なくとも一方により前記第２の情報を読み取
る、
　請求項１～７のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　第１読取部は、非接触通信可能なアンテナを介して前記第１の情報を読み取り、
　前記アンテナと前記入力検出部とは、近接して配置される、
　請求項１～８のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記第２読取部は、
　前記第２のカードを前記第２読取部の内部に案内する案内部と、
　前記第２のカードを電気的又は磁気的に読み取る読取部材と、
　前記案内部における前記第２のカードの挿入開始点と前記読取部材との間に配置され、
前記第２のカードを検出するセンサと、を備える、
　請求項１～９のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　情報処理方法であって、
　第１読取部に対する第１のカードの所定位置への配置の検出又は第２読取部に対する第
２のカードの所定位置への配置の検出に基づいて、前記第１読取部による読み取りの可否
及び入力検出部による入力検出の可否を排他的に制御するステップを有し、
　前記第１読取部は、前記第１のカードが保持する第１の情報を、非接触で電気的に読み
取るための読取部であり、
　前記第２読取部は、前記第２のカードが保持する第２の情報を、接触して電気的又は磁
気的に読み取るための読取部であり、
　前記入力検出部は、物体の接触又は近接を入力として電気的に検出するための検出部で
ある、
　情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、情報処理装置及び情報処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、セキュリティシステム用非接触カードリーダが知られている。このセキュリティ
システム用非接触カードリーダは、筐体と、筐体の内部に設けられ、非接触ＩＣカードと
の無線通信用のアンテナを有した無線通信部と、筐体の外面に設けられ、接触により信号
が入力されるテンキーと、筐体の内部に設けられ、無線通信部およびテンキーとそれぞれ
電気的に接続された制御部とを備える。制御部は、テンキーへ信号が入力される場合には
、非接触ＩＣカードと無線通信部との無線通信を停止し、非接触ＩＣカードと無線通信部
とが無線通信を行う場合には、テンキーへの信号の入力を停止する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－５４１３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の技術では、カードリーダが、非接触ＩＣカードの他に非接触ＩＣカード以
外のカードも読み取りを行う場合には、非接触ＩＣカードの読取精度や入力操作の電気的
な検出精度が低下し得る。
【０００５】
　本開示は、非接触ＩＣカード及び非接触ＩＣカード以外のカードが保持する情報を読み
取る場合でも、非接触ＩＣカードの読取精度や電気的な信号入力の入力検出精度の劣化を
抑制できる情報処理装置及び情報処理方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示の一態様は、第１のカードが保持する第１の情報を、非接触で電気的に読み取る
第１読取部と、第２のカードが保持する第２の情報を、接触して電気的又は磁気的に読み
取る第２読取部と、物体の接触又は近接を入力として電気的に検出する入力検出部と、前
記第１読取部、前記第２読取部、及び前記入力検出部と電気的に接続された制御部と、を
備え、前記制御部は、前記第１読取部に対する前記第１のカードの所定位置への配置の検
出又は前記第２読取部に対する前記第２のカードの所定位置への配置の検出に基づいて、
前記第１読取部による読み取りの可否及び前記入力検出部による入力検出の可否を排他的
に制御する、情報処理装置である。
【０００７】
　本開示の一態様は、情報処理方法であって、第１読取部に対する第１のカードの所定位
置への配置の検出又は第２読取部に対する第２のカードの所定位置への配置の検出に基づ
いて、前記第１読取部による読み取りの可否及び入力検出部による入力検出の可否を排他
的に制御するステップを有し、前記第１読取部は、前記第１のカードが保持する第１の情
報を、非接触で電気的に読み取るための読取部であり、前記第２読取部は、前記第２のカ
ードが保持する第２の情報を、接触して電気的又は磁気的に読み取るための読取部であり
、前記入力検出部は、物体の接触又は近接を入力として電気的に検出するための検出部で
ある、情報処理方法である。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示によれば、非接触ＩＣカード及び非接触ＩＣカード以外のカードが保持する情報
を読み取る場合でも、非接触ＩＣカードの読取精度や電気的な信号入力の入力検出精度の
劣化を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１Ａ】第１の実施形態における決済端末の外観例を示す上面図
【図１Ｂ】決済端末の外観例を示す側面図
【図１Ｃ】決済端末の外観例を示す正面図
【図２Ａ】第１カードスロットの使用方法の一例を示す上面図
【図２Ｂ】第１カードスロットの使用方法の一例を示す側面図
【図３Ａ】第２カードスロットの使用方法の一例を示す上面図
【図３Ｂ】第２カードスロットの使用方法の一例を示す側面図
【図４Ａ】決済端末を用いた非接触型決済の使用方法の一例を示す上面図
【図４Ｂ】決済端末を用いた非接触型決済の使用方法の一例を示す側面図
【図５】タッチパネルの一例を示す図
【図６】決済端末の外観例を示す背面斜視図
【図７】決済端末の電気的な構成例を示すブロック図
【図８】第１カードリーダの内部構成例を示す模式図
【図９】磁気カードの検出に基づくＮＦＣ＿ＩＣのオンオフ状態の一例を示す図
【図１０】決済端末の動作例を示すフローチャート
【図１１】決済端末の動作例を示すフローチャート（図１０の続き）
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、適宜図面を参照しながら、実施形態を詳細に説明する。但し、必要以上に詳細な
説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の詳細説明や実質的に同一の
構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の説明が不必要に冗長になる
ことを避け、当業者の理解を容易にするためである。尚、添付図面及び以下の説明は、当
業者が本開示を十分に理解するために提供されるものであり、これらにより特許請求の範
囲に記載の主題を限定することは意図されていない。
【００１１】
　図１Ａは、第１の実施形態における決済端末１００の外観例を示す上面図である。図１
Ｂは、決済端末１００の外観例を示す側面図である。図１Ｃは、決済端末１００の外観例
を示す正面図である。
【００１２】
　決済端末１００は、本体１０を有する。本体１０は、例えば概して箱型の形状を呈する
。図１Ａ、図１Ｂ、及び図１Ｃには、決済端末１００の前面１Ａ、側面１Ｂ、側面１Ｃ、
後面１Ｄが示されている。例えば商品の購入者が、前面１Ａ側から決済端末１００を操作
する。例えば商品の購入の登録を行う店舗の店員等が、後面１Ｄ側から決済端末１００を
操作する。購入者は、店舗の客であってよい。
【００１３】
　決済端末１００は、前面１Ａ側に、第１タッチパネル１２、第１ＬＥＤ（light emitti
ng diode）１３、ＮＦＣ（Near field communication）アンテナ１５、第１カードスロッ
ト１６ｓ、第２カードスロット１７ｓ、及びカメラ２５を備える。決済端末１００は、後
面１Ｄ側に、第２タッチパネル２２及び第２ＬＥＤ２３を備える。
【００１４】
　決済端末１００は、購入者が複数の決済方式を選択することができる、複合タイプであ
る。決済端末１００は、例えば、店舗のカウンタ上の載置面α上に載置された状態で用い
られてよい。
【００１５】
　複数の決済方式は、例えば、クレジットカード決済、電子マネー決済、コード（例えば
ＱＲコード（登録商標））決済、及び現金決済を含む。クレジットカード決済は、例えば
、磁気カード決済、接触ＩＣカード決済、及び非接触ＩＣカード決済を含む。電子マネー
は、複数種類の電子マネーが存在してよい。電子マネー決済及び非接触ＩＣカード決済は
、非接触通信（例えば近距離無線通信：ＮＦＣ（Near field communication））を用いて
決済が行われるので、ここではまとめて非接触型決済とも称する。
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【００１６】
　複数の決済方式は、対応する複数の決済インタフェースのそれぞれを用いて行われる。
複数の決済インタフェースは、例えばクレジットカード、電子マネーカードＣ３２、コー
ド、及び現金を含む。クレジットカードは、例えば、磁気カードＣ１、接触ＩＣカードＣ
２、及び非接触ＩＣクレジットカードＣ３１を含む。
【００１７】
　磁気カードＣ１は、第１カードスロット１６ｓに挿入されて決済に使用される。接触Ｉ
ＣカードＣ２は、第２カードスロット１７ｓに挿入されて決済に使用される。非接触ＩＣ
クレジットカードＣ３１及び電子マネーカードＣ３２は、ＮＦＣアンテナ１５に接近させ
て決済に使用される。非接触ＩＣクレジットカードＣ３１及び電子マネーカードＣ３２を
、まとめて「非接触ＩＣカードＣ３」とも称する。
【００１８】
　決済端末１００には、載置面αから高さ方向に、この載置面αの近くから順に、第１カ
ードスロット１６ｓ、第２カードスロット１７ｓ、及び第１タッチパネル１２が配置され
る。第１タッチパネル１２の周囲に、ＮＦＣアンテナ１５が配置される。
【００１９】
　また、決済端末１００には、第１カードスロット１６ｓ、第２カードスロット１７ｓ、
第１タッチパネル１２、及びＮＦＣアンテナ１５が、購入者に対向する前面１Ａ側に、集
合して配置される。この場合、購入者は、眼前に並ぶ複数のデバイスに対応する複数の決
済方式のうち、いずれかの決済方式を容易に選択し易くなる。複数の決済方式に対応する
複数のデバイスが一か所に集まっているため、各決済方式に従った決済が、スムーズに実
行可能である。
【００２０】
　また、決済端末１００には、第２タッチパネル２２が配置される。第２タッチパネル２
２は、例えば店員に使用され、店員に対向する後面１Ｄ側に配置される。
【００２１】
　また、決済端末１００は、側面から見て、決済端末１００の上方が山形状となっている
（図１Ｂ参照）。山形状は第１面と第２面を有する。第１面が、第１タッチパネル１２の
面を有する面であり、購入者が決済に用いる操作面である。第２面が、第２タッチパネル
２２の面を有する面であり、店員が決済に用いる操作面である。
【００２２】
　この構成により、載置面α上に載置された決済端末１００を、対向状態となった購入者
及び店員が同時に操作できる。例えば、決済端末１００が店舗のカウンタ上に設置された
場合、カウンタ内に位置する店員と、カウンタ外に位置する購入者とが、対向状態のまま
、決済端末１００を操作できる。
【００２３】
　また、決済端末１００には、前面１Ａ側に、カメラ２５及び第１ＬＥＤ１３が配置され
る。カメラ２５及び第１ＬＥＤ１３は、前面１Ａ側において、第１タッチパネル１２より
も後面１Ｄ側、つまり山形状の頂上側に配置されてよいが、配置位置はこれに限られない
。
【００２４】
　また、決済端末１００には、後面１Ｄ側に、第２ＬＥＤ２３が配置される。第２ＬＥＤ
２３は、後面１Ｄ側において、第２タッチパネル２２よりも前面１Ａ側、つまり山形状の
頂上側に配置されてよいが、配置位置はこれに限られない。
【００２５】
　なお、店員及び購入者の入力手段として、第１タッチパネル１２及び第２タッチパネル
２２を示したが、決済端末１００がその他の入力手段（例えば物理的なキーやボタン）を
備えてもよい。
【００２６】
　また、決済端末１００は、決済端末１００の一部に、セキュリティ保護領域ＳＲ（図７
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参照）を有する。セキュリティ保護領域ＳＲは、決済端末１００におけるセキュリティ保
護領域ＳＲ以外の領域と比較して、セキュリティが高くされた領域である。例えば、セキ
ュリティ保護領域ＳＲは、耐タンパ性を有する。セキュリティ保護領域ＳＲは、ソフトウ
ェア処理によって論理的にセキュリティが高くされてもよいし、ハードウェアの構造や仕
組みによって物理的にセキュリティが高くされてもよい。セキュリティ保護領域ＳＲには
、主に、カード等を用いた決済処理に用いられる部材が格納される。
【００２７】
　図２Ａは、決済端末１００が備える第１カードスロット１６ｓの使用方法の一例を示す
上面図である。図２Ｂは、決済端末１００が備える第１カードスロット１６ｓの使用方法
の一例を示す側面図である。
【００２８】
　購入者は、例えば、決済端末１００の前面１Ａ（正面）に対向して位置し、第１カード
スロット１６ｓに対して載置面αに略平行である方向ｗに、磁気カードＣ１をスワイプす
る。磁気カードＣ１は、磁気ストライプＣ１１を少なくとも１つ備えている。一方、第１
カードスロット１６ｓを有する第１カードリーダ１６（図７参照）には、磁気ヘッド１６
ｈが配置される。この磁気ヘッド１６ｈに磁気ストライプＣ１１を接触させることにより
、決済端末１００と磁気カードＣ１との間でデータの読み書きが行われる。
【００２９】
　図３Ａは、決済端末１００が備える第２カードスロット１７ｓの使用方法の一例を示す
上面図である。図３Ｂは、決済端末１００が備える第２カードスロット１７ｓの使用方法
の一例を示す側面図である。購入者は、載置面αに略平行である方向ｖに、接触ＩＣカー
ドＣ２を挿入する。接触ＩＣカードＣ２は、端子Ｃ２１を有するＩＣチップを備える。一
方、図示は省略するが、第２カードスロット１７ｓは、その内部に接点端子を備える。Ｉ
Ｃチップの端子Ｃ２１が接点端子と接触することで、決済端末１００と接触ＩＣカードＣ
２との間でデータの読み書きが行われる。
【００３０】
　図４Ａは、決済端末１００を用いた非接触型決済の使用方法の一例を示す上面図である
。図４Ｂは、決済端末１００を用いた非接触型決済の使用方法の一例を示す側面図である
。
【００３１】
　非接触型決済を行う場合、購入者が、非接触ＩＣカードＣ３を、ＮＦＣアンテナ１５に
接触又は近接させることで、非接触ＩＣカードＣ３が有するＩＣチップと、決済端末１０
０側のＮＦＣアンテナ１５との間で非接触通信が行われる。これにより、決済端末１００
と非接触ＩＣカードＣ３との間でデータの読み書きが行われる。
【００３２】
　図５は、第１タッチパネル１２の周辺の一例を示す図である。
【００３３】
　図５に示すように、第１タッチパネル１２は、第１タッチパネル１２が設けられた面の
全面にわたって設けられてもよいし、この面の一部に設けられていてもよい。また、第１
タッチパネル１２は、各種データ、情報、又は画像を表示する表示機能を有する。よって
、第１タッチパネル１２は、購入者に対して視覚情報を提供できる。なお、第１タッチパ
ネル１２において、入力を検出する入力検出領域と各種表示を行う表示領域とが同じ領域
でもよいし、少なくとも一部が異なる領域でもよい。
【００３４】
　図６は、決済端末１００の外観例を示す背面斜視図である。決済端末１００は、背面側
（載置面αと接する面側）に、例えば、スピーカ２４、プリンタ２６、プリンタ排出口２
６ｐ、及び外部端子２７を備える。
【００３５】
　図７は、決済端末１００の電気的な構成例を示すブロック図である。
【００３６】
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　決済端末１００は、セキュリティ保護領域ＳＲを有する。決済端末１００は、セキュリ
ティ保護領域ＳＲ内に、第１ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１、第１タッチパネ
ル１２、第１ＬＥＤ１３、ＮＦＣ＿ＩＣ１４、ＮＦＣアンテナ１５、第１カードリーダ１
６、第２カードリーダ１７、及びメモリ１８を備える。決済端末１００は、セキュリティ
保護領域ＳＲ外に、第２ＣＰＵ２１、第２タッチパネル２２、第２ＬＥＤ２３、スピーカ
２４、カメラ２５、プリンタ２６、外部端子２７、及びメモリ２８を備える。
【００３７】
　第１ＣＰＵ１１は、メモリ１８に保持されたプログラムを実行することで、各種機能を
実現する。第１ＣＰＵ１１は、セキュリティ保護領域ＳＲ内の各部を統括して制御する。
第１ＣＰＵ１１は、例えば、クレジットカード決済及び電子マネー決済に関する処理を行
う。第１ＣＰＵ１１は、決済に関する処理を行う決済ＣＰＵとして機能する。また、第１
ＣＰＵ１１は、第２ＣＰＵ２１との間でデータを送受し、第２ＣＰＵ２１と連携する。な
お、第１ＣＰＵ１１は、プロセッサの一例であり、他のプロセッサであってもよい。
【００３８】
　第１タッチパネル１２は、購入者の指等（物体の一例）の接触又は近接を入力（入力操
作）として電気的に検出する入力検出機能を有する。第１タッチパネル１２は、例えば購
入者による入力操作を受け付ける。第１タッチパネル１２は、例えば、クレジットカード
決済におけるＰＩＮ入力の操作や電子サインの操作を受け付ける。
【００３９】
　第１タッチパネル１２は、ガラス基板、透明電極、保護カバー、等が積層されて形成さ
れる。第１タッチパネル１２による入力検出の方式としては、抵抗膜方式、静電容量方式
、電磁誘導方式などが考えられるが、電気的に入力を検出するものであれば、いずれの方
式が採用されてもよい。
【００４０】
　第１ＬＥＤ１３は、各種情報を報知するための表示を行う。第１ＬＥＤ１３は、様々な
表示態様で表示してよい。表示態様は、例えば、表示色（例えば赤、緑、青）、表示タイ
ミング（例えば決済処理中、決済完了時に表示）、表示パターン（例えば点灯、点滅、消
灯）を含んでよい。
【００４１】
　ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、ＮＦＣアンテナ１５に対する処理を行う。例えば、ＮＦＣ＿ＩＣ
１４は、ＮＦＣアンテナ１５への電力供給、ＮＦＣアンテナ１５を介したデータ通信を制
御する。
【００４２】
　ＮＦＣアンテナ１５は、例えばループコイルで形成される。ＮＦＣアンテナ１５は、Ｎ
ＦＣ＿ＩＣ１４から電力供給を受け、電波を発生する。ＮＦＣアンテナ１５から所定距離
以内の領域は、ＮＦＣアンテナ１５と非接触通信可能な領域（非接触通信可能領域）であ
る。非接触通信可能領域内に非接触ＩＣカードＣ３（非接触通信可能な通信媒体の一例）
が配置されると、ＮＦＣアンテナ１５からの電波が非接触ＩＣカードＣ３に到達し、ＮＦ
Ｃアンテナ１５が非接触ＩＣカードＣ３に起動電力を与える。これにより、ＮＦＣアンテ
ナ１５は、非接触ＩＣカードＣ３との間でデータを通信する。
【００４３】
　また、ＮＦＣアンテナ１５で定義される面の中心位置と、第１タッチパネル１２で定義
される面の中心位置とは、略一致してよい。これにより、第１タッチパネル１２に対して
非接触ＩＣカードＣ３をかざすことで、ＮＦＣアンテナ１５と非接触ＩＣカードＣ３との
間でデータを通信でき、ユーザにとって操作が分かり易くなる。
【００４４】
　なお、ＮＦＣアンテナ１５が第１タッチパネル１２の周囲に配置されることで、第１タ
ッチパネル１２の透明電極とＮＦＣアンテナ１５とが近接して配置される。そのため、第
１タッチパネル１２とＮＦＣアンテナ１５とは、同時に使用されると、相互に電気的に干
渉し得る。
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【００４５】
　ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、ＮＦＣアンテナ１５を介して、非接触ＩＣクレジットカードＣ３
１が保持する情報を取得する（読み取る）。ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、この情報を非接触読取
情報として、第１ＣＰＵ１１に送る。非接触ＩＣクレジットカードＣ３１が保持する情報
及び非接触読取情報は、例えば、クレジットカードの識別番号を含む。また、ＮＦＣ＿Ｉ
Ｃ１４は、ＮＦＣアンテナ１５を介して、電子マネーカードＣ３２が保持する情報を取得
する（読み取る）。ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、この情報を電子マネー読取情報として、第１Ｃ
ＰＵ１１に送る。電子マネーカードＣ３２が保持する情報及び電子マネー読取情報は、例
えば、電子マネーカードＣ３２の識別番号を含む。
【００４６】
　第１カードリーダ１６は、磁気カードリーダである。第１カードリーダ１６は、磁気カ
ードＣ１が保持する情報を読み取り、読み取った情報を磁気読取情報として第１ＣＰＵ１
１に送る。磁気カードＣ１が保持する情報及び磁気読取情報は、例えば、クレジットカー
ドの識別番号を含む。
【００４７】
　また、第１カードリーダ１６は、磁気ヘッド１６ｈ、第１カードスロット１６ｓ、及び
第１挿入センサ１６ｒを有する（図８参照）。磁気ヘッド１６ｈは、挿入（スワイプ）さ
れた磁気カードＣ１の磁気ストライプＣ１１と対向し、磁気カードＣ１が保持する情報を
磁気的に読み取る。第１カードスロット１６ｓは、磁気カードＣ１の挿入により、磁気カ
ードＣ１において情報が埋め込まれた磁気ストライプＣ１１の各部分が、磁気ヘッド１６
ｈに向かうように案内する。第１挿入センサ１６ｒは、磁気カードＣ１がスワイプのため
に第１カードスロット１６ｓに挿入されたことを検出する。第１挿入センサ１６ｒは、例
えば透過型フォトインタラプタでよい。第１挿入センサ１６ｒは、磁気カードＣ１の挿入
（スワイプ）開始位置と磁気ヘッド１６ｈとの間に配置されてよい。第１挿入センサ１６
ｒは、第１挿入センサ１６ｒに磁気カードＣ１が挿入されたことを検出すると、第１挿入
センサ１６ｒに磁気カードＣ１が挿入されたことを示す第１挿入検出情報を第１ＣＰＵ１
１に送る。
【００４８】
　第２カードリーダ１７は、接触ＩＣカードリーダである。第２カードリーダ１７は、接
触ＩＣカードＣ２が保持する情報を読み取り、読み取った情報を接触読取情報として第１
ＣＰＵ１１に送る。接触ＩＣカードＣ２が保持する情報及び接触読取情報は、例えば、ク
レジットカードの識別番号、を含む。
【００４９】
　また、第２カードリーダ１７は、第２カードスロット１７ｓと、第２挿入センサと、接
点端子と、を有する。接点端子は、接触ＩＣカードＣ２が有するＩＣチップの端子と接触
し、接触ＩＣカードＣ２が保持する情報を読み取るための端子である。第２カードスロッ
ト１７ｓは、接触ＩＣカードＣ２の挿入により、接触ＩＣカードＣ２において情報が埋め
込まれたＩＣチップが、接点端子に向かうように案内する。第２挿入センサは、例えば透
過型フォトインタラプタでよい。第２挿入センサは、接触ＩＣカードＣ２の挿入開始位置
と接点端子との間に配置されてよい。第２挿入センサは、接触ＩＣカードＣ２が第２カー
ドスロット１７ｓに挿入されたことを検出する。第２挿入センサは、第２挿入センサに接
触ＩＣカードＣ２が挿入されたことを検出すると、第２挿入センサに接触ＩＣカードＣ２
が挿入されたことを示す第２挿入検出情報を第１ＣＰＵ１１に送る。
【００５０】
　メモリ１８は、例えば、ＲＯＭ（Read Only Memory）やＲＡＭ（Random Access Memory
）を含んで構成されてよい。メモリ１８は、各種データ、情報、プログラムを有する。
【００５１】
　第２ＣＰＵ２１は、メモリ２８に保持されたプログラムを実行することで、各種機能を
実現する。第２ＣＰＵ２１は、セキュリティ保護領域ＳＲ外の各部を統括して制御する。
第２ＣＰＵ２１は、例えば、コード決済及び現金決済に関する処理、決済以外に関する処
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理を行う。したがって、第２ＣＰＵ２１は、汎用の処理を行う汎用ＣＰＵとして機能する
。また、第２ＣＰＵ２１は、第１ＣＰＵ１１との間でデータを送受し、第１ＣＰＵ１１と
連携する。第２ＣＰＵ２１は、プロセッサの一例であり、他のプロセッサであってもよい
。
【００５２】
　第２タッチパネル２２は、例えば店員による入力操作を受け付ける。例えば、商品購入
における金額の入力や商品の購入個数の入力が行われる。第２ＣＰＵ２１は、例えば商品
の金額や購入個数に基づいて、決済金額を算出する。なお、第２タッチパネル２２の構成
は、第１タッチパネル１２と同様でよい。
【００５３】
　第２ＬＥＤ２３は、各種情報を報知するための表示を行う。第２ＬＥＤ２３は、様々な
表示態様で表示してよい。表示態様は、例えば、表示色（例えば赤、緑、青）、表示タイ
ミング（例えば購入情報入力時に表示）、表示パターン（例えば点灯、点滅、消灯）を含
んでよい。
【００５４】
　スピーカ２４は、各種音を出力する。スピーカ２４は、例えば決済端末１００における
処理に関する音を出力する。
【００５５】
　カメラ２５は、被写体を撮像し、撮像画像を得る。カメラ２５は、例えば、購入者の携
帯端末に表示された二次元コード等を撮像し、撮像画像を第２ＣＰＵ２１に送る。第２Ｃ
ＰＵ２１は、この撮像画像を解析し、二次元コード等が示す決済に必要な識別情報を認識
する。
【００５６】
　プリンタ２６は、例えば決済端末１００における処理（例えば決済処理）に関する情報
を紙媒体に出力する。例えば、プリンタ２６は、決済処理後に、決済処理の結果をレシー
ト等に印刷出力してよい。プリンタ２６により印刷された紙は、プリンタ排出口２６ｐか
ら決済端末１００の外部に排出される。
【００５７】
　外部端子２７は、各種ケーブル（例えばＬＡＮ（Local Area Network）ケーブル、ＵＳ
Ｂ（Universal Serial Bus）ケーブル、）を接続可能である。よって、外部端子２７は、
各種ケーブルを介して各種の外部装置（例えばＰＯＳ、キャッシュドロワ）が接続可能で
り、通信可能である。したがって、外部端子２７は、通信部として機能する。なお、通信
部が、外部端子２７を介さず、無線通信（例えば無線ＬＡＮ通信、Ｂｌｕｔｏｏｔｈ（登
録商標）通信）を行ってもよい。
【００５８】
　メモリ２８は、例えば、ＲＯＭやＲＡＭを含んで構成されてよい。メモリ２８は、各種
データ、情報、プログラムを有する。
【００５９】
　次に、第１ＣＰＵ１１による各デバイスのオンオフ制御について説明する。第１ＣＰＵ
１１によりオンオフ制御されるデバイスには、例えば、第１タッチパネル１２、ＮＦＣ＿
ＩＣ１４、第１カードリーダ１６、及び第２カードリーダ１７が含まれる。
【００６０】
　第１タッチパネル１２は、第１ＣＰＵ１１による制御に従って、入力検出機能のオンオ
フを設定する。入力検出機能がオンの状態は、第１タッチパネル１２が、購入者による入
力操作を検出可能な状態である。入力検出機能がオフの状態は、第１タッチパネル１２が
、購入者による入力操作を検出不能な状態である。例えば、第１タッチパネル１２は、第
１タッチパネル１２をアクティブ状態とすることで、入力検出機能をオンにしてよい。ま
た、第１タッチパネル１２は、第１タッチパネル１２をスリープ状態とすることで、入力
検出機能をオフにしてよい。例えば、第１タッチパネル１２は、透明電極への電力供給を
許可することで、入力検出機能をオンにしてよい。また、第１タッチパネル１２は、透明



(10) JP 6754989 B1 2020.9.16

10

20

30

40

50

電極への電力供給を禁止することで、入力検出機能をオフにしてよい。入力検出機能のオ
ンオフを、単に第１タッチパネル１２のオンオフとも称する。
【００６１】
　ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、第１ＣＰＵ１１による制御に従って、非接触通信機能のオンオフ
を設定する。非接触通信機能がオンの状態は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４が、非接触ＩＣカードＣ
３及び電子マネーカードＣ３２との間で非接触通信が可能な状態であり、非接触ＩＣカー
ドＣ３及び電子マネーカードＣ３２が保持する情報を読取可能な状態である。非接触通信
機能がオフの状態は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４が、非接触ＩＣカードＣ３及び電子マネーカード
Ｃ３２との間で非接触通信が不能な状態であり、非接触ＩＣカードＣ３及び電子マネーカ
ードＣ３２が保持する情報を読取不能な状態である。例えば、ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、ＮＦ
Ｃアンテナ１５への電力供給を許可することで、非接触通信機能をオンにしてよい。また
、ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、ＮＦＣアンテナ１５への電力供給を禁止することで、非接触通信
機能をオンにしてよい。非接触通信機能のオンオフを、単にＮＦＣ＿ＩＣ１４のオンオフ
とも称する。
【００６２】
　第１カードリーダ１６は、第１ＣＰＵ１１による制御に従って、磁気カードＣ１を読み
取るための第１読取機能のオンオフを設定する。第１読取機能がオンの状態は、第１カー
ドリーダ１６が、磁気カードＣ１を読取可能な状態である。第１読取機能がオフの状態は
、第１カードリーダ１６が、磁気カードＣ１を読取不能な状態である。例えば、第１カー
ドリーダ１６は、磁気を読み取りするためのＩＣへの電力供給を許可することで、第１読
取機能をオンしてよい。また、第１カードリーダ１６は、磁気を読み取りするためのＩＣ
への電力供給を禁止することで、第１読取機能をオフしてよい。第１読取機能のオンオフ
を、単に第１カードリーダ１６のオンオフとも称する。
【００６３】
　第２カードリーダ１７は、第１ＣＰＵ１１による制御に従って、接触ＩＣカードＣ２を
読み取るための第２読取機能のオンオフを設定する。第２読取機能がオンの状態は、第２
カードリーダ１７が、接触ＩＣカードＣ２を読取可能な状態である。第２読取機能がオフ
の状態は、第２カードリーダ１７が、接触ＩＣカードＣ２を読取不能な状態である。例え
ば、第２カードリーダ１７は、接点端子への電力供給を許可することで、第２読取機能を
オンしてよい。また、第２カードリーダ１７は、接点端子への電力供給を禁止することで
、第２読取機能をオフしてよい。第２読取機能のオンオフを、単に第２カードリーダ１７
のオンオフとも称する。
【００６４】
　第１ＣＰＵ１１は、決済インタフェースや決済方式に基づいて、どのデバイスをオンに
し、どのデバイスをオフにするかを決定してよい。また、第１ＣＰＵ１１は、決済の進行
過程（例えば決済処理が完了したか否か）に基づいて、どのデバイスをオンにし、どのデ
バイスをオフにするかを決定してよい。特に、近接して配置される第１タッチパネル１２
とＮＦＣアンテナ１５との間で電気的な干渉が発生し易い。そのため、第１ＣＰＵ１１は
、第１タッチパネル１２のオンオフと、ＮＦＣアンテナ１５を制御するＮＦＣ＿ＩＣ１４
のオンオフと、を制御する。この場合、第１ＣＰＵ１１は、第１タッチパネル１２のオン
オフとＮＦＣ＿ＩＣ１４とのオンオフと排他的に制御することが好ましい。具体的には、
第１タッチパネル１２がオンの場合には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４がオフとなるように制御する
ことが好ましい。また、第１タッチパネル１２がオフの場合には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４がオ
ンとなるように制御することが好ましい。
【００６５】
　また、第１ＣＰＵ１１は、決済するためのカードが検出された際に、各デバイスのオン
オフ制御を行ってよい。第１ＣＰＵ１１は、各デバイスのオンオフ制御では、オンにする
と決定されたデバイスをオンに設定し、オフにすると決定されたデバイスをオフに設定す
る。例えば、第１ＣＰＵ１１は、第１カードリーダ１６から第１挿入検出情報を取得した
際に、決済するためのカードとして磁気カードＣ１が検出されたとして、各デバイスのオ
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ンオフを設定してよい。例えば、第１ＣＰＵ１１は、第２カードリーダ１７から第２挿入
検出情報を取得した際に、決済するためのカードとして接触ＩＣカードＣ２が検出された
として、各デバイスのオンオフを設定してよい。例えば、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿Ｉ
Ｃ１４から非接触読取情報を取得した際に、決済するためのカードとして非接触ＩＣカー
ドＣ３が検出されたとして、各デバイスのオンオフを設定してよい。
【００６６】
　図９は、磁気カードＣ１の検出に基づくＮＦＣ＿ＩＣ１４のオンオフ状態の一例を示す
図である。
【００６７】
　第１カードリーダ１６の第１挿入センサ１６ｒが磁気カードＣ１の挿入を検出すると、
第１カードリーダ１６は、第１挿入検出情報を第１ＣＰＵ１１に送る。第１ＣＰＵ１１は
、第１カードリーダ１６から第１挿入情報を取得すると、ＮＦＣ＿ＩＣ１４の非接触通信
機能をオフにする。第１カードリーダ１６は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４の非接触通信機能がオフ
にされた後、磁気ヘッドにより磁気カードＣ１が保持する情報を読み取る。
【００６８】
　したがって、磁気カードＣ１の読取時には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４の非接触通信機能がオフ
にされているので、ＮＦＣアンテナ１５から電波が発信されない。そのため、決済端末１
００は、磁気カードＣ１の磁気的な読み取りと非接触通信による非接触ＩＣカードＣ３の
読み取りとの間で、電磁気的（電気的及び磁気的の少なくとも一方）な干渉が発生するこ
とを抑制できる。よって、決済端末１００は、磁気カードＣ１の読取精度を向上できる。
【００６９】
　なお、図９では、磁気カードＣ１の読み取りについて例示したが、接触ＩＣカードＣ２
の読み取りについても同様である。
【００７０】
　つまり、第２カードリーダ１７の挿入センサが接触ＩＣカードＣ２の挿入を検出すると
、第２カードリーダ１７は、第２挿入検出情報を第１ＣＰＵ１１に送る。第１ＣＰＵ１１
は、第２カードリーダ１７から第２挿入情報を取得すると、ＮＦＣ＿ＩＣ１４の非接触通
信機能をオフにする。第２カードリーダ１７は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４の非接触通信機能がオ
フにされた後、接点端子により接触ＩＣカードＣ２が保持する情報を読み取る。
【００７１】
　したがって、接触ＩＣカードＣ２の読取時には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４の非接触通信機能が
オフにされているので、ＮＦＣアンテナ１５から電波が発信されない。そのため、決済端
末１００は、接触ＩＣカードＣ２の電気的な読み取りと非接触通信による非接触ＩＣカー
ドＣ３の読み取りとの間で、電磁気的な干渉が発生することを抑制できる。よって、決済
端末１００は、接触ＩＣカードＣ２の読取精度を向上できる。
【００７２】
　次に、決済端末１００の動作例について説明する。
　図１０及び図１１は、決済端末１００の動作例を示すフローチャートである。
【００７３】
　まず、第２ＣＰＵ２１は、決済方式を選択する（Ｓ１１）。この場合、例えば、店員が
第２タッチパネル２２を操作し、第２タッチパネル２２が入力操作を受け付け、第２ＣＰ
Ｕ２１がこの入力操作に応じて決済方式を選択する。
【００７４】
　クレジットカード決済が選択された場合、第１ＣＰＵ１１は、３面待ちを行うための各
デバイスのオンオフを設定する。３面待ちとは、クレジットカード機能を有する３つのカ
ード（磁気カードＣ１、接触ＩＣカードＣ２及び非接触ＩＣクレジットカードＣ３１）の
いずれについても、決済端末１００が読み取り可能な状態にすることである。具体的には
、第１ＣＰＵ１１は、第１カードリーダ１６をオン（磁気：ＯＮ）にし、第２カードリー
ダ１７をオン（接触ＩＣ：ＯＮ）にし、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオン（非接触ＩＣ：ＯＮ）に
する（Ｓ１２）。また、この場合、第１ＣＰＵ１１は、第１タッチパネル１２をオフ（タ
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ッチパネル：ＯＦＦ）にする（Ｓ１２）。これにより、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による非接触通
信と第１タッチパネル１２による電気的な入力検出とが干渉することを抑制できる。つま
り、決済端末１００は、複数の決済方式を同時に起動させた状態にすることができる。
【００７５】
　第１ＣＰＵ１１は、３面待ちの状態で、上記の３つのクレジットカードのうちのいずれ
かが検出されたか否かを判定する（Ｓ１３）。
【００７６】
　第１ＣＰＵ１１は、第１挿入検出情報を取得した場合、つまり磁気カードＣ１を検出し
た場合、磁気カードＣ１による決済を行う。この場合、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ
１４をオフ（非接触ＩＣ：ＯＦＦ）にし（Ｓ２１）。第１タッチパネルをオン（タッチパ
ネル：ＯＮ）にする（Ｓ２２）。
【００７７】
　上記のような各デバイスのオンオフ状態で、第１カードリーダ１６は、磁気カードＣ１
が保持する情報を読み取り、磁気読取情報を第１ＣＰＵ１１に送る。第１ＣＰＵ１１及び
第２ＣＰＵ２１は、磁気読取情報を用いて決済処理を実行する（Ｓ２３）。決済処理は、
決済端末１００の第１ＣＰＵ１１及び第２ＣＰＵ２１並びに決済センタの決済サーバによ
り、連携して実行される。
【００７８】
　この決済処理では、例えば以下の処理が行われる。第１ＣＰＵ１１は、磁気読取情報を
暗号化して第２ＣＰＵ２１に送る。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して、暗号化された磁
気読取情報を含む決済要求情報を決済サーバに送信する。この決済要求情報は、例えば、
クレジットカードの識別番号、決済金額、等を含んでよい。決済サーバは、決済端末１０
０から決済要求情報を受信し、決済サーバが保持する情報と照合し、決済を試みる磁気カ
ードＣ１による決済の許否を判定する。この決済が許可された場合、決済サーバは、この
磁気カードＣ１による決済を実行し、商品購入の取引を完了する。決済サーバは、決済の
完了通知を決済端末１００に送信する。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して決済の完了通
知を受信すると、第１ＣＰＵ１１に送る。第１ＣＰＵ１１は、第２ＣＰＵ２１から決済の
完了通知を受けると、決済処理を完了する。なお、決済処理の流れは、この例示に限られ
ない。
【００７９】
　磁気読取情報を用いた決済処理の完了後、第１タッチパネル１２は、購入者による電子
サインの入力操作を受け付け、電子サインの入力を検出し、電子サインを第１ＣＰＵ１１
に送る（Ｓ２４）。第１ＣＰＵ１１は、電子サインを暗号化して又は暗号化しないで、第
２ＣＰＵ２１に送る。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して、電子サインを決済サーバへ送
信する。
【００８０】
　このような磁気カード決済によれば、決済端末１００は、決済処理前にＮＦＣ＿ＩＣ１
４をオフにしておくことで、誤ってＮＦＣ＿ＩＣ１４に磁気カードＣ１が電気的に読み取
られることを抑制でき、誤った決済が行われることを抑制できる。また、第１タッチパネ
ル１２は、ＮＦＣアンテナ１５による非接触通信との干渉を抑制して、電子サインの入力
操作を受け付けできる。
【００８１】
　Ｓ１３において、第１ＣＰＵ１１は、第２挿入検出情報を取得した場合、つまり接触Ｉ
ＣカードＣ２を検出した場合、接触ＩＣカードＣ２による決済を行う。この場合、第１Ｃ
ＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオフ（非接触ＩＣ：ＯＦＦ）にし（Ｓ３１）、第１タッ
チパネルをオン（タッチパネル：ＯＮ）にする（Ｓ３２）。
【００８２】
　上記のような各デバイスのオンオフ状態で、第２カードリーダ１７は、接触ＩＣカード
Ｃ２が保持する情報を読み取り、接触読取情報を第１ＣＰＵ１１に送る。また、第１タッ
チパネル１２は、購入者によるＰＩＮの入力操作を受け付け、ＰＩＮの入力を検出し、Ｐ
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ＩＮを第１ＣＰＵ１１に送る（Ｓ３３）。
【００８３】
　第１ＣＰＵ１１及び第２ＣＰＵ２１は、接触読取情報及びＰＩＮを用いて決済処理を実
行する（Ｓ３４）。決済処理は、決済端末１００の第１ＣＰＵ１１及び第２ＣＰＵ２１並
びに決済センタの決済サーバにより、連携して実行される。
【００８４】
　この決済処理では、例えば以下の処理が行われる。第１ＣＰＵ１１は、接触読取情報及
びＰＩＮを暗号化して第２ＣＰＵ２１に送る。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して、暗号
化された接触読取情報及びＰＩＮを含む決済要求情報を決済サーバに送信する。この決済
要求情報は、例えば、クレジットカードの識別番号、決済金額、ＰＩＮ、等を含んでよい
。決済サーバは、決済端末１００から決済要求情報を受信し、決済サーバが保持する情報
と照合し、決済を試みる接触ＩＣカードＣ２による決済の許否を判定する。この決済が許
可された場合、決済サーバは、この接触ＩＣカードＣ２による決済を実行し、商品購入の
取引を完了する。決済サーバは、決済の完了通知を決済端末１００に送信する。第２ＣＰ
Ｕ２１は、通信部を介して決済の完了通知を受信すると、第１ＣＰＵ１１に送る。第１Ｃ
ＰＵ１１は、第２ＣＰＵ２１から決済の完了通知を受けると、決済処理を完了する。なお
、決済処理の流れは、この例示に限られない。
【００８５】
　このような接触ＩＣカード決済によれば、決済端末１００は、決済処理前にＮＦＣ＿Ｉ
Ｃ１４をオフにしておくことで、誤ってＮＦＣ＿ＩＣ１４に接触ＩＣカードＣ２が電気的
に読み取られることを抑制でき、誤った決済が行われることを抑制できる。また、第１タ
ッチパネル１２は、ＮＦＣアンテナ１５による非接触通信との干渉を抑制して、ＰＩＮの
入力操作を受け付けできる。
【００８６】
　Ｓ１３において、第１ＣＰＵ１１は、非接触読取情報を取得した場合、非接触ＩＣクレ
ジットカードＣ３１を検出した場合、非接触ＩＣクレジットカードＣ３１による決済を行
う。この場合、３面待ちの際と同じ各デバイスのオンオフ状態で、第１ＣＰＵ１１及び第
２ＣＰＵ２１は、非接触読取情報を用いて決済処理を実行する（Ｓ４１）。決済処理は、
決済端末１００の第１ＣＰＵ１１及び第２ＣＰＵ２１並びに決済センタの決済サーバによ
り、連携して実行される。
【００８７】
　この決済処理では、例えば以下の処理が行われる。第１ＣＰＵ１１は、非接触読取情報
を暗号化して第２ＣＰＵ２１に送る。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して、暗号化された
非接触読取情報を含む決済要求情報を決済サーバに送信する。この決済要求情報は、例え
ば、クレジットカードの識別番号、決済金額、等を含んでよい。決済サーバは、決済端末
１００から決済要求情報を受信し、決済サーバが保持する情報と照合し、決済を試みる非
接触ＩＣクレジットカードＣ３１による決済の許否を判定する。この決済が許可された場
合、決済サーバは、この非接触ＩＣクレジットカードＣ３１による決済を実行し、商品購
入の取引を完了する。決済サーバは、決済の完了通知を決済端末１００に送信する。第２
ＣＰＵ２１は、通信部を介して決済の完了通知を受信すると、第１ＣＰＵ１１に送る。第
１ＣＰＵ１１は、第２ＣＰＵ２１から決済の完了通知を受けると、決済処理を完了する。
なお、決済処理の流れは、この例示に限られない。
【００８８】
　非接触読取情報を用いた決済処理の完了後、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオ
フ（非接触ＩＣ：ＯＦＦ）にし（Ｓ４２）。第１タッチパネル１２をオン（タッチパネル
：ＯＮ）にする（Ｓ３２）。
【００８９】
　したがって、決済端末１００は、非接触ＩＣクレジットカードＣ３１を用いた決済を行
うための処理時には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオンにし、第１タッチパネル１２をオフにする
ことで、電磁気的な干渉を抑制して非接触ＩＣクレジットカードＣ３１が保持する情報を
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読み取りできる。また、決済端末１００は、非接触ＩＣクレジットカードＣ３１を用いた
決済を行うための処理が終了した後には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオフにし、第１タッチパネ
ル１２をオンにすることで、ＮＦＣアンテナ１５から出力される電波の干渉を抑制して、
第１タッチパネル１２を使用可能にできる。
【００９０】
　Ｓ１３において、電子マネー決済が選択された場合、第１ＣＰＵ１１は、電子マネーカ
ードＣ３２の種別を選択する（Ｓ５１）。この場合、例えば、店員が第２タッチパネル２
２を操作し、第２タッチパネル２２が入力操作を受け付け、第２ＣＰＵ２１がこの入力操
作に応じて電子マネーカードＣ３２の種別を選択する。そして、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦ
Ｃ＿ＩＣ１４をオン（非接触ＩＣ：ＯＮ）にし（Ｓ５２）。第１タッチパネル１２をオフ
（タッチパネル：ＯＦＦ）にする（Ｓ５３）。
【００９１】
　上記のような各デバイスのオンオフ状態で、電子マネーカードＣ３２が非接触通信可能
範囲に位置すると、ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、電子マネーカードＣ３２が保持する情報を読み
取り、電子マネー読取情報を得る。第１ＣＰＵ１１は、電子マネー読取情報を用いて決済
処理を実行する（Ｓ５４）。
【００９２】
　この決済処理では、例えば以下の処理が行われる。第１ＣＰＵ１１は、第２ＣＰＵ２１
から決済金額を取得する。第１ＣＰＵ１１は、電子マネーカードＣ３２が保持する保有金
額を読み取り、保有金額から決済金額を減算し、減算結果の金額を電子マネーカードＣ３
２に書き込む。これにより、電子マネーカードＣ３２を用いた決済処理が完了する。なお
、決済処理の流れは、この例示に限られない。
【００９３】
　電子マネーカードＣ３２を用いた決済処理の完了後、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ
１４をオフ（非接触ＩＣ：ＯＦＦ）にし（Ｓ５５）。第１タッチパネル１２をオン（タッ
チパネル：ＯＮ）にする（Ｓ５６）。
【００９４】
　したがって、決済端末１００は、電子マネーカードＣ３２を用いた決済を行うための処
理時には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオンにし、第１タッチパネル１２をオフにすることで、電
磁気的な干渉を抑制して、電子マネーカードＣ３２との間で情報を読み取り及び書き込み
できる。また、決済端末１００は、電子マネーカードＣ３２を用いた決済を行うための処
理が終了した後には、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオフにし、第１タッチパネル１２をオンにする
ことで、ＮＦＣアンテナ１５から出力される電波の干渉を抑制して、第１タッチパネル１
２を使用可能にできる。
【００９５】
　Ｓ１３において、コード決済が選択された場合、第２ＣＰＵ２１は、カメラ２５を起動
する（カメラ：ＯＮ）（Ｓ６１）。カメラ２５は、購入者の携帯端末に表示された二次元
コード等を撮像し、撮像画像を第２ＣＰＵ２１へ送る。第２ＣＰＵ２１は、撮像画像を取
得し、撮像画像に対して画像解析し、コード読取情報としてＱＲコード（登録商標）等が
示す識別情報を取得する（読み取る）（Ｓ６２）。第２ＣＰＵ２１は、例えばコード決済
を行うための外部サーバと連携して、コード読取情報を用いて決済処理を行う（Ｓ６３）
。
【００９６】
　この決済処理では、例えば以下の処理が行われる。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して
、例えば二次元コード読取情報及び決済金額を含む決済要求情報を、外部サーバに送信す
る。外部サーバは、決済端末１００から決済要求情報を受信し、外部サーバが保持する情
報と照合し、コードが示す識別番号に関連づけられた保有金額から決済金額を減算し、減
算結果を新たな保有金額とし、商品購入の取引を完了する。外部サーバは、決済の完了通
知を決済端末１００に送信する。第２ＣＰＵ２１は、通信部を介して決済の完了通知を受
信すると、決済処理を完了する。なお、決済処理の流れは、この例示に限られない。
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【００９７】
　コードを用いた決済処理の完了後、第２ＣＰＵ２１は、カメラ２５の作動を終了する（
カメラ：ＯＦＦ）（Ｓ６４）。
【００９８】
　Ｓ１３において、現金決済が選択された場合、現金を用いて決済処理を行う（Ｓ７１）
。この場合、第２ＣＰＵ２１は、例えば通信部を介してキャッシュドロワと連携し、現金
の受渡が可能な状態とする。第２ＣＰＵ２１は、例えば、第２タッチパネル２２を介して
決済完了の入力操作を取得した際に、決済処理を完了する。
【００９９】
　以上のように、本実施形態の決済端末１００（情報処理装置の一例）は、非接触ＩＣカ
ードＣ３（第１のカードの一例）が保持する情報（第１の情報の一例を、非接触で電気的
に読み取るＮＦＣ＿ＩＣ１４（第１読取部の一例）を備える。決済端末１００は、磁気カ
ードＣ１又は接触ＩＣカードＣ２（第２のカードの一例）が保持する情報（第２の情報の
一例）を、接触して磁気的又は電気的に読み取る第１カードリーダ１６又は第２カードリ
ーダ１７（第２読取部の一例）を備える。決済端末１００は、例えば購入者の指（物体の
一例）の接触又は近接を入力として電気的に検出する第１タッチパネル１２（入力検出部
の一例）を備える。決済端末１００は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４、第１カードリーダ１６又は第
２カードリーダ１７、及び第１タッチパネル１２と電気的に接続された第１ＣＰＵ１１（
制御部の一例）を備える。
【０１００】
　第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４に対する非接触ＩＣカードＣ３の所定位置（例え
ば非接触通信可能範囲に含まれる位置）への配置の検出に基づいて、ＮＦＣ＿ＩＣ１４に
よる読み取りの可否（例えばＮＦＣ＿ＩＣ１４のオンオフ）及び第１タッチパネル１２に
よる入力検出の可否（例えば第１タッチパネルのオンオフ）を排他的に制御してよい。ま
たは、第１ＣＰＵ１１は、第１カードリーダ１６に対する磁気カードＣ１の所定位置（例
えば第１カードリーダ１６への磁気カードＣ１の挿入時の位置）への配置の検出に基づい
て、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りの可否及び第１タッチパネル１２による入力検出の
可否を排他的に制御してよい。または、第１ＣＰＵ１１は、第２カードリーダ１７に対す
る接触ＩＣカードＣ２の所定位置（例えば第２カードリーダ１７への接触ＩＣカードＣ２
の挿入時の位置）への配置の検出に基づいて、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りの可否及
び第１タッチパネル１２による入力検出の可否を排他的に制御してよい。
【０１０１】
　これにより、決済端末１００は、非接触ＩＣカードＣ３及び非接触ＩＣカードＣ３以外
のカードを読み取り可能な場合であっても、いずれの読取部によって情報を読み取ったか
に応じて、非接触ＩＣカードＣ３の読み取りの可否と第１タッチパネル１２による入力検
出の可否とを切り替えできる。例えば、非接触ＩＣカードＣ３の読み取りが可能な状態で
は、第１タッチパネル１２による入力検出が不能な状態となり、非接触ＩＣカードＣ３の
読み取りが不能な状態では、第１タッチパネル１２による入力検出が可能な状態となる。
よって、決済端末１００は、非接触ＩＣカードＣ３の読み取りと第１タッチパネル１２の
入力検出とで互いに電気的に干渉することを抑制でき、非接触ＩＣカードＣ３の読取精度
や第１タッチパネル１２による入力検出精度の劣化を防止できる。したがて、決済端末１
００は、非接触ＩＣカードＣ３及び非接触ＩＣカードＣ３以外のカードが保持する情報を
読み取る場合でも、非接触ＩＣカードＣ３の読取精度や電気的な信号入力の入力検出精度
の劣化を抑制できる。
【０１０２】
　また、第１ＣＰＵ１１は、決済方式としてクレジットカード決済が選択された場合、Ｎ
ＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りを可能にし、第１タッチパネル１２による入力検出を不能
にしてよい。
【０１０３】
　これにより、決済端末１００は、クレジットカードとしての非接触ＩＣカードＣ３を読
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み取り可能な状態で待機でき、スムーズに決済を行うことが期待できる。
【０１０４】
　また、第１ＣＰＵ１１は、決済方式としてクレジットカード決済が選択された場合、第
１カードリーダ１６又は第２カードリーダ１７による読み取りを可能にしてよい。
【０１０５】
　これにより、決済端末１００は、クレジットカードとしての磁気カードＣ１又は接触Ｉ
ＣカードＣ２も読取可能な状態で待機でき、例えば３面待ちの状態でクレジットカードの
操作を待ち受けできる。よって、決済端末１００は、いずれのクレジットカードが検出さ
れても、スムーズに決済を行うことが期待できる。
【０１０６】
　また、第１ＣＰＵ１１は、第１カードリーダ１６又は第２カードリーダ１７により読み
取られた場合、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りを不能にし、第１タッチパネル１２によ
る入力検出を可能にしてよい。
【０１０７】
　これにより、決済端末１００は、第１カードリーダ１６又は第２カードリーダ１７に磁
気カードＣ１又は接触ＩＣカードＣ２を近づける際に、磁気カードＣ１又は接触ＩＣカー
ドＣ２がＮＦＣ＿ＩＣ１４によって電気的に読み取られることを抑制できる。よって、決
済時に他の読取部によって誤って読み取られ、誤った決済が行われることを抑制できる。
また、磁気カードＣ１又は接触ＩＣカードＣ２を用いた決済を行うので、非接触ＩＣカー
ドＣ３を用いた決済が不要となり、ＮＦＣ＿ＩＣ１４をオフにしても決済において支障は
ない。また、決済端末１００は、磁気カードＣ１又は接触ＩＣカードＣ２の検出直後から
第１タッチパネル１２を入力検出精度の劣化を抑制して使用可能にできる。
【０１０８】
　また、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４により読み取られた場合、非接触ＩＣカー
ドＣ３による決済処理が完了してから、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りを不能にし、第
１タッチパネル１２による入力検出を可能にしてよい。
【０１０９】
　これにより、決済端末１００は、非接触ＩＣカードＣ３を用いて決済に係る読み取りを
行う際には、第１タッチパネル１２はオフであるので、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読取精度
の劣化を抑制できる。また、非接触ＩＣカードＣ３による決済処理が完了した場合には、
第１タッチパネル１２を入力検出精度の劣化を抑制して使用可能にできる。
【０１１０】
　また、第１ＣＰＵ１１は、決済方式として電子マネー決済が選択された場合、ＮＦＣ＿
ＩＣ１４による読み取りを可能にし、第１タッチパネル１２による入力検出を不能にして
よい。
【０１１１】
　これにより、決済端末１００は、電子マネーカードＣ３２を読み取り可能な状態で待機
でき、スムーズに決済を行うことが期待できる。
【０１１２】
　また、第１ＣＰＵ１１は、電子マネー決済の決済処理が完了してから、前記第１読取部
による読み取りを不能にし、前記入力検出部による入力検出を可能にしてよい。
【０１１３】
　決済端末１００は、電子マネーカードＣ３２を用いて決済に係る読み取りを行う際には
、第１タッチパネル１２はオフであるので、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読取精度の劣化を抑
制できる。また、電子マネーカードＣ３２による決済処理が完了した場合には、第１タッ
チパネル１２を入力検出精度の劣化を抑制して使用可能にできる。
【０１１４】
　また、第２のカードは、接触ＩＣカードＣ２及び磁気カードＣ１の少なくとも一方を含
んでよい。第２読取部は、電気的及び磁気的の少なくとも一方により第２の情報を読み取
ってよい。
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【０１１５】
　これにより、決済端末１００は、第２のカードとして、接触してデータ伝送が可能な様
々なカードを使用可能である。
【０１１６】
　また、ＮＦＣ＿ＩＣ１４は、ＮＦＣアンテナ１５（非接触通信可能なアンテナの一例）
を介して第１の情報を読み取ってよい。ＮＦＣアンテナ１５と第１タッチパネル１２とは
、近接して配置されてよい。
【０１１７】
　この構成の場合、ＮＦＣアンテナ１５が送受する電波と第１タッチパネル１２の電極等
とが電気的に干渉し、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りと第１タッチパネル１２による入
力検出に影響を与え得る。これに対し、決済端末１００は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み
取りの可否と第１タッチパネル１２による入力検出の可否を排他的に制御することで、相
互に電気的な干渉を抑制できる。
【０１１８】
　また、第１カードリーダ１６は、磁気カードＣ１を第１カードリーダ１６の内部に案内
する第１カードスロット１６ｓ（案内部の一例）と、磁気カードＣ１を電気的又は磁気的
に読み取る磁気ヘッドｈ（読取部材の一例）と、第１カードスロット１６ｓにおける磁気
カードの挿入開始点と磁気ヘッド１６ｈとの間に配置され、磁気カードＣ１を検出する第
１挿入センサ１６ｒ（センサの一例）と、を備えてよい。
【０１１９】
　これにより、決済端末１００は、第１カードスロット１６ｓに磁気カードＣ１が挿入（
スワイプ）された場合、第１カードスロット１６ｓの挿入開始点から挿入されて磁気ヘッ
ド１６ｈに到達する前に、第１挿入センサ１６ｒにより磁気カードＣ１が検出される。し
たがって、決済端末１００は、磁気カードＣ１が保持する情報を読み取る前に、ＮＦＣ＿
ＩＣ１４をオフにできる。よって、第１カードリーダ１６とＮＦＣアンテナ１５との間で
電磁気的な干渉が発生することを抑制できる。
【０１２０】
　以上、図面を参照しながら各種の実施形態について説明したが、本発明はかかる例に限
定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載された範疇内
において、各種の変更例又は修正例に想到し得ることは明らかであり、それらについても
当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。また、発明の趣旨を逸脱しない範
囲において、上記実施形態における各構成要素を任意に組み合わせてもよい。
【０１２１】
　上記実施形態では、ＮＦＣ＿ＩＣ１４、第１カードリーダ１６、及び第２カードリーダ
１７については、カードとの間でデータの読み取りを行うことを主に説明したが、データ
の書き込みを行ってもよい。つまり、ＮＦＣ＿ＩＣ１４、第１カードリーダ１６、及び第
２カードリーダ１７は、少なくともデータの読み取りが可能であり、データの書き込みが
可能であってもよい。この場合、読み取りの可否の制御と同様に、書き込みの可否の制御
が行われてよい。例えば、第１ＣＰＵ１１は、ＮＦＣ＿ＩＣ１４による読み取りの可否及
び第１タッチパネル１２による入力検出の可否を排他的に制御してもよい。
【０１２２】
　上記実施形態では、図１～図６の示した外観構成の決済端末１００を例示したが、これ
に限られない。例えば、決済端末１００は、開口部Ｈを有さずに、ＮＦＣアンテナ１５、
第１カードスロット１６ｓ、及び第２カードスロット１７ｓが、図１～図６に示した外観
構成よりも近接した構成であってもよい。この場合、ＮＦＣアンテナ１５、第１カードス
ロット１６ｓ、及び第２カードスロット１７ｓが電磁気的に更に干渉し易くなる。この場
合でも、決済端末１００は、各デバイスのオンオフを制御することで、電磁気的な処理を
行うタイミングをずらすことができ、適切に各デバイスの電磁気的な干渉を抑制すること
ができる。
【０１２３】
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　また、上記実施形態は、上述した実施の形態に係る情報処理方法の機能を実現するプロ
グラムを、ネットワーク或いは各種記憶媒体を介してコンピュータである情報処理装置に
供給し、この情報処理装置のプロセッサが読み出して実行するプログラム、及びこのプロ
グラムが記憶された記録媒体も適用範囲としてよい。
【０１２４】
　また、上記実施形態では、プロセッサは、物理的にどのように構成してもよい。また、
プログラム可能なプロセッサを用いれば、プログラムの変更により処理内容を変更できる
ので、プロセッサの設計の自由度を高めることができる。プロセッサは、１つの半導体チ
ップで構成してもよいし、物理的に複数の半導体チップで構成してもよい。複数の半導体
チップで構成する場合、上記実施形態の各制御をそれぞれ別の半導体チップで実現しても
よい。この場合、それらの複数の半導体チップで１つのプロセッサを構成すると考えるこ
とができる。また、プロセッサは、半導体チップと別の機能を有する部材（コンデンサ等
）で構成してもよい。また、プロセッサが有する機能とそれ以外の機能とを実現するよう
に、１つの半導体チップを構成してもよい。また、複数のプロセッサが１つのプロセッサ
で構成されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１２５】
　本開示は、非接触ＩＣカード及び非接触ＩＣカード以外のカードが保持する情報を読み
取る場合でも、非接触ＩＣカードの読取精度や電気的な信号入力の入力検出精度の劣化を
抑制できる情報処理装置及び情報処理方法等に有用である。
【符号の説明】
【０１２６】
１００　決済端末
１Ａ　　前面
１Ｂ　　側面
１Ｃ　　側面
１Ｄ　　後面
１０　　本体
１１　　第１ＣＰＵ
１２　　第１タッチパネル
１３　　第１ＬＥＤ
１４　　ＮＦＣ＿ＩＣ
１５　　ＮＦＣアンテナ
１６　　第１カードリーダ
１６ｈ　磁気ヘッド
１６ｒ　第１挿入センサ
１６ｓ　第１カードスロット
１７　　第２カードリーダ
１７ｓ　第２カードスロット
１８　　メモリ
２１　　第２ＣＰＵ
２２　　第２タッチパネル
２３　　第２ＬＥＤ
２４　　スピーカ
２５　　カメラ
２６　　プリンタ
２６ｐ　プリンタ排出口
２７　　外部端子
２８　　メモリ
Ｃ１　　磁気カード
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Ｃ１１　磁気ストライプ
Ｃ２　　接触ＩＣカード
Ｃ２１　端子
Ｃ３　　非接触ＩＣカード
Ｈ　　　開口部
α　　　載置面
【要約】
【課題】非接触ＩＣカード及び非接触ＩＣカード以外のカードが保持する情報を読み取る
場合でも、非接触ＩＣカードの読取精度や電気的な信号入力の入力検出精度の劣化を抑制
できる情報処理装置を提供する。
【解決手段】情報処理装置は、第１のカードが保持する第１の情報を、非接触で電気的に
読み取る第１読取部と、第２のカードが保持する第２の情報を、接触して電気的又は磁気
的に読み取る第２読取部と、物体の接触又は近接を入力として電気的に検出する入力検出
部と、第１読取部、第２読取部、及び入力検出部と電気的に接続された制御部と、を備え
、制御部は、第１読取部に対する第１のカードの所定位置への配置の検出又は第２読取部
に対する第２のカードの所定位置への配置の検出に基づいて、第１読取部による読み取り
の可否及び入力検出部による入力検出の可否を排他的に制御する。
【選択図】図１０

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図２Ａ】
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【図３Ｂ】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】
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